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い 。 Acrossoclteiliis．fo｝
’
mosa ，vsg （RE ｛軸 N ）々今年 m 月猛山の 王 で 全長 錚 〜】印 mm の 略の を 30尾餘 b

探集 し た 。 同地で は是を環魚 と購 して ゐ る 。 小形 の もの は 黄色 で 7 個の 細 い ， 個體に よ り不規則 で ， 又 必

ず し も左 右櫓講 で ない 鞍吠紋が あ る 。 成長す る に 從 つ 1て 盟の 背面 は黒緑色 とな り鞍歌紋に淡 ぐな り， 饐側

に 1本 の 黒 い 縱線が現はれ ，

’
逾 に 鞍献絞は淌え縦線 の み となる 。 中國か ら同屬 の 4｝ の が 更 に 2種報告さ れ て

ゐ る が，是等 3 種問 の 區 Bll　CS困難 で ある c 上記の 體色 の 爨化等 に は從來觸れ た研究は少 く， 將來更 に磅究

され る必 要 が あ る魚で ある uOltrtfma
面 副 f’α （】・IN ：

iAEVS

｝ は 中麦 の 市場 に 現ほ れ て來 る事は 殆 ど無 い
。

今年 fi月鎭江 で 生きた もの 數尾 を 碍 た 。 同地 で ほ是を七星魚 と稱 して ゐ る。體の 地色ほ鱇が か つ た晴荻色 、

舗 鷺嫐鵜灘 騰犠繖猛臨 二：羨刷議轟螺纏騾
る 事が 出來た 。 二 體 の 背部は淡黄繦色 で 租 r茨色を幣び ， 鱗に荻色 の 點が ある ． 脊鰭 の 後部 と庵鰭 の 後孕

は 黒い
。

’

、

1s

珍 奇 な る 二 種 の 水 棲 貧 毛 環 蟲 （豫報 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ　　　　　 圏
　　山　 口　英 　こ HipnTi

’
1Lx｝rAuuMl コ （函館 ｝

　　茲 に報告する土 樋 類ぼ ， 本邦 に 於け る水霞貧毛環蟲柑 の 調査申發見 された 承
’
の で共に H 叩 1σtハxid 冊 に

　 編入せ らる べ き未記載種 で あ る 。 第一種は 生賄災及び受精嚢の 數と位置、 剛 毛の 配列 並 び に 嚥嚢の存在等

　か ら IlalEotCi．一：is 屬 の もの と認 め られ るが ， 體の歪長 に 亘 つ て背偲剛毛 を缺き
’
且前體部

一
審範園の體節に 　

’

　ほ亘大な翔毛 の 存在する こ と ， 刄剛毛 は 凡 て EnchJtmoidae に於け る如 く norlulLis を 缺 くこ とは類例の

　な い 事 で あ る 。 第＝ 種 は 生殖集及び受精嚢の 數と位置 及び 鰯毛の配列 等か ら 1［n1i｝otaxj （］ae に編入せ ら

　る べ ぎで あ る が ， 唯各岡毛朿 を 形 成 す る 二 本 の 剛毛 の 形 は こ の 科 の 標徴に一致 しな い
、，郎ち一本の 剛毛 は

　細 い 鉤賦で ned 口kig を有せ ず ， 且剛毛先端は 分叉 して ゐ な い が ， 他の一本は 明か な nc ，dulus を持 つ 稍太

　 く且長 い 鉤歌剛毛で ， そ の 先端ほ 明か に コ 叉 して ゐ る 。 圓毛先端の 分叉 は こ の 科 で ほ今ま で報告な く， 又

　羇 をな す ＝ 本 の 勵毛 の 形駿双 L記の 如き特異な る剛毛束に こ の科は勿論他 に も殆 ん ど類例が 知 られ て ゐ な

　い 。 か S る剛毛 の 特徴並び に 受精嚢の 位置 ， 背側剛毛朿に密接し た特殊の細胞 の 存在 ， 體腟 rl1に突 出 した

　多鐓の 亘大單細胞腺 の 存在等か ら 国 こ の 糧類は 韜麟 を代表せ しむ べ き と思｛‡躯る 。

　　扨 て 貧毛環蟲類su科の 系統發生 に 就   ・て （t　l　lK・lfA ・・］SSk ］N
，
　，S’・・El・］1・・NSON そ の 仙の rfiin）s：あるが ， 異論 の

L
生 ず る の は ，主 と し て IlnP］C，（’axidnc 及び LlmLblli嬉11｛i〔1踰 の 諸科 との 類繊 關 係 に 覇す る 意見 の 相蓮 に

　基 くもの L 樣で あ る ． 今茲に 報告す る珍奇な る 二 輔類を lluphtnxiLlaeに 編 入す る こ とが 正 當 で あ るな ら

　 ば當然 この 科 の 類縁襴係を再吟味す る 必要を生 じ， ひ い て は ，
1）nnbrScoli ｛］ae に 封す る最近 の 知見 と共 に ，

　系統發生 に礫す る所論 の 險討に 鉗 して 根據を輿へ る もの と思はれ る t，併 しこ れ に醂 ケる 論義は今後の 研 究

　 を まつ て 發表す る橡定 で あ る 。

　 　 　 　 N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、

黒ナ彳 コ （IIO 「・otha ｛
・i，iti・W ’fμ’加 ％廊 ）の 髄 内毒素の 分布に就 て　　，

L

　　　　　　　　　　 山　　内　　年　・彦 T ｛i9．　ii】】11K ｛顧 YAHAM ｝匸
「
t・1】i （京都 ）　　　　　　　　　　　　　　 1

　本邦産各種 ナ マ コ の 盟 rlitこ 含有 され る毒素ほ魚類並 び に哺乳類 右ナ死 滅せ しむる が 尸
こ の 鵬 及び黒 ナ y コ

の 毒素 の 化學的陸質等 は 臨 に 他 の 場 所り ｛＝ 於て 發表 し たか らT こ x で は 騰れ ない 。 今黒 ナ マ コ の 各種器官

1） 昭和 17 年 i； 月大 阪 に 於 て 化學研究 断 16 同講演會 （「i下印剛中 ｝。

， 動杓墨 雑驚 ，第 聞 卷 ，第 2 螢，昭和 IR 年 【1PtO ，
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を秤量 し水 で 煮沸 し柚出液を つ く り之 1ご魚類を 入れ 死 亡 時 間 を 齦察 した 。 各種魚類を用ひ たが そ の 一
例 と

して 赫 メ ダ カ で は組 織 1 に羇 し nt
−
） 倍 の 水で 抽 ill　t た もの で 體壁 （LV・，5）， 腸毛 細管 ＋ 水肺 （3“．1 分 ），

CI’V 亅nJt 氏器冐 （・11 分 ） の 死亡 時聞を示 し 縱走筋， 腸管 で は 死亡 せ ず ， 血液は 煮沸 し多量 の 水で稀釋し た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

もの で 70．S 分 で 死亡す る 。 他の
一

例で は海魚に野し て ttナ マ コ の 組繖に Z 倍量の 海水 を 加
’
丶 煮沸 ， 濾遏

し 更 に ご の 抽出液を Si）倍 の 海水で稀釋 （ftges　1　1；　
：朝 0 倍 の 濾水の 割）した ． ダ V （S ヂ ナ 1は體壁〔21吩 ｝，

腸毛細管＋水肺 （駈 分 ），
・
C 【町 肱 氏器官 （4C〕 分），縦走筋 （瓢 分 ｝， 腸管 ・〔1研 分）の 死亡時間 を示 した 。

血液は 淵 亮 c の ｝毎水に 煮沸亅血液 四 cc の 割に 加 へ た もの で 溺 分 で 死 亡 した 。 その 他の 魚で も大同小 異 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

且 つ ナ マ コ の 雌堪 の 生殖集 も致死澄を有す る事を知 つ た 。 以上 の 結果 に よ り．1：記毒素 1±ナ マ コ の 體 中であ

．
P
） ゆ る器官 に含有 され且つ含有量 4、大體 に 上記の 記逡順 ｝こ な つ て ゐ る、 組織 の 含水量は 大體 8〔，一｛恥 タ〜の

間 で 各種 器官 の 毒素含有量の 瀏 塙 か tl含水量 の 差 を超過 して ゐろ e

’
この 毒素薊 か ナ v ・ の 體中 で 物質

代謝の一Lで役削を演 じて ゐ る 如 く思考 され る。

問 古 い 書倣 どi’こ海參 製遒 に 使 つ た 煮汁 を 瀕 こvaい て 鯰 殺 ナ こ 劼 ｛撫 ・て あ り， 沖繩 地 方 ユ馳 で も

　　荘酒 食用 種 ・〔醐 砧 り丿η 冴 声アo，P ’‘湖 ， で な い 數輙 を使 つ た煮汁で 同 じこ と をや つ て ゐ る 。 食用 種
‘c・　tS

　　澤山 の 個體 か ら探 つ で 煮詰 め られ た 場合 に は そ れ 程 の 毒性を 現す と考 へ て 宜 し きや ？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛穴　 島　　 縦）

答 食 1嘛 の 8”吻 ll’… i・llmttit ）us 　 ellt： もi駒 獅 舘 謁 ・ も他 ・喰 1醸 効 r・ もの 眦 し 緲 で あ

　　る
。 大 ：吊：

e け マ ・ の …鮴 液 よ t」・li・A・P
．MI」に分離す る事が で きる

． 無 ナ マ ・ で は 備 物質嫐 蛙の 封、

　　量 に 鋼 し約 し1．し％ 位 S，・4i，さ る （化學的 に は 不純 で 齷 を含 有す る 形 で ）。　　 （山　内　年 　彦）

．
．

ノ

暫

鯉 ， 鮒， 金魚並に其等の 雜種の 消化器 官に就 て

　　　　　　　　　　　　松 非 佳 一 Y 竃，ド田 1Cm ｝f　，V！s ［；1 （明石 ） 　 　 　 、

鯉瞭 胃類 に 囲 し肝膿 を有す る こ とCt
“
h一くか 蜘 られ て 居 た 。 鵜飼哲 σ1燗 は こ れ を 組 織學的に確

か め 見 つ 脾澱 内 に も肘膿が 分
・布 し て 居 る こ と を報告 して 居 る 。 有馬宗 雄 ， 久保田蚕孝兩氏（1931）は鯉ほ こ

れ と 同樣で あるが鮒，金魚に て は 脳臓組織が肝臓 及 脾蜑 丙に 分布 し て 居な い t　e．を 報告 し た 。 未躅恭堆氏

Gl肥 ）は 解剖 に よ り鯉は肝甜臓を有す る が 鮒は肝骸 と肝腰が分離 して 居 ろ ． 而し て 錫管 の 旋回 の 模樣 が鯉
’

と鮒 とで ぽ大 に 異 る こ と を報告 し た。

　著者は兵庫縣水産試驗場山田養魚塲で飼育中の 鯉 X 館の 二年魚，鯉 X 金魚｛リ ウ キ ン ）の 四年魚 ， 鮒二 年

魚 ， ee：一年魚 ， 金 魚 〔ワ キ ン ） 三 年 魚 を 使 用し Boutx 液で 固定 し ペ ラ 7 イ ン 切 片と して　1）El −AF コELD

llaeituLt‘，xytin 　 ，U 　E 。g，　i・ 麹 難 L た 講 購 剖 に 9W 　v チ ユ ウ
，

才 ラ ・ 妙 シ ガ ・ ラ
， ！D ン喞 騨

使 胴 して 消 化 器官 の 相異 を 履察した っ

　鯉 の 溝化器官ほ幤黄色又 は 淡隅色の 肝 墜r臓 が 不 現 則 に 分葉 し大體 帯駅 を な し腸管の 間 を充 愼 して腹 腔の

一1二部か ら下腹部 に 及 び瞻嚢は 前部 で 肝 呂臓に埋まつ て居 り， 脾臓 は暗赤色を して 蔕駄を し て 居 る。鮒 ， 金魚
で は 腸り旋 回 の 模 様 は 異 るが 外圜｛ま鯉 に 頗る類似 して 居 て 肝臓 と脳臓 とは區別が困難 で ある ， 鯉と鮒 ， 鯉

と金魚 の 雑種 で ほ 膿 ほ 腸管 の 旋回等も鯉 と購 で あ つ て ，鯉 の 特性 が 顯性 で あ る
。 師 し て 鰓 臨 金魚

の 組織學的 の 所見 は 有馬 久 保 田爾 氏の 緕果 と大膿
一

致 して 居 るが 雜種は 爾 種共 に 肝 臟内 に 貼臓組織が 廣 く

分布 して 胴 懸 を な し脾臓丙に e、同樣分 布 して 居 て 全 く鰻 と同樣 で あ る 。

問 へ碍 バ ン ク ・ T ス の 導管 は ど う な る か
。 分誠 て 人 る カ・一 龍 入 る か

。 　 僑 槻 催 一）

　 動 物學 雑誌・第 55 卷．第 2 號．昭 羇卩 9 年 ｛1s4s ）
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